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アジ研図書館について話す前に、最初に筆者

の経歴を説明したい。筆者は元々ジェトロ本部

で採用され長年ブラジルを中心としたラテンア

メリカ地域の調査業務に従事してきた。現在は

アジ研地域研究センターに在籍しているが、こ

れは研究業務を経験したいという希望があって

異動したものである。外部の方から本部の「調

査」とアジ研の「研究」は何が違うのかと聞か

れることがある。実はこの問いは、東京・赤坂

のジェトロ本部ビジネスライブラリーと、千葉・

海浜幕張のジェトロ・アジ研図書館の違いを理

解するうえで共通していると考える。そもそも

外からみると、調査と研究はどう違うのかわか

りにくい。ここでは両方を経験した私なりの解

釈をもとにアジ研図書館の価値を述べたい。

本部の調査は、貿易投資促進という使命のも

と、その担い手でもある日本企業のニーズを意

識した業務を行っている。日々企業からの問い

合わせがあり、その中身はビジネス対象国の経

済・政治動向といったマクロの話だけでなく、

個別産業の市場動向や輸入制度、投資規制、さ

らには税務・法務に関するミクロの話まで多岐

に渡る。企業が調査部に問い合わせる目的は、

対象国でのビジネスを前進させるために必要な

最新の情報を得たいというものが多い。本部の

調査部ではそのニーズに応えるため日々情報収

集し、ビジネスライブラリーでもそのニーズを

踏まえた資料の収集、公開を行っている。一方、 アジ研では同じジェトロという組織内に位置付

けられているが、必ずしも全てが企業への情報

提供を主目的とした研究を行っているわけでは

ない。アジ研は設立理念として途上国研究を通

じた「世界への知的貢献」をうたっている。つ

まり日本企業や政府といった枠組みにとらわれ

ず、世界的な視野で途上国研究に取り組む機関

といえる。そのため、アジ研図書館も自ずと同

じ方向性で資料収集、公開を行っている。ここ

には日本企業がビジネスで直ぐに必要となる情

報、例えば企業ダイレクトリーや市場調査報告

書といった実務的な資料が備わっているわけで

はない。所蔵は主に途上国研究に資する経済、

政治、社会等を中心とする諸分野の学術的文献、

歴史的な基礎資料が占めている。

ではアジ研図書館は日本企業のビジネスには

役に立たないのであろうか。この問いに筆者な

りの答えを述べるにあたり、なぜ筆者が調査、

研究両方の経験を希望したかについて説明した

い。これまで筆者は本部あるいは国内、海外事

務所に在籍した期間、多くの調査レポートや情

勢分析記事を執筆してきた。それらは、今その

国の経済やビジネスの状況がどうなっているか、

つまり現状を説明することを主な目的に執筆さ

れている。しかし長年記事を執筆するなかで、

ひとつの問題意識が浮かび上がるようになった。

それは、なぜ今の状況が生まれているのか、そ

の成り立ちや発生のメカニズムに対する関心で ある。それというのも、現状を説明するための

情報は時間の経過とともに古くなり常に更新の

必要性が生じる。しかしその背後にあるメカニ

ズムについては時間が経過しても大きくは変わ

らない。例えば、数年前のＧＤＰ成長率の数字

で今年を説明するのは困難であるが、経済成長

のメカニズムに関する説明はある程度普遍的で

あるということだ。アジ研では途上国を対象に、

まさにそのメカニズム解明に向けた学術的研究

が行われていると認識している。

つまりアジ研図書館の価値も、同様の目的に

沿った文献、資料がまとまった形で一般の来館

者向けに公表されているということになるだろ

う。それらは経済学、政治学、社会学などの学

術的なアプローチを特徴としているため、一般

ビジネス来館者には馴染みにくいかもしれない。

しかし図書館に常駐している地域などの専門性

を持ったライブラリアンが来館者の目的に応じ

た様々なアドバイスを行っているほか、二〇一

四年のブラジルのサッカー・ワールドカップの

ような時事的テーマも扱った企画展などもあり、

来館者の利便性向上に向けた工夫が随所にみら

れる。日本企業が事業拡大に取り組む途上国の

状況はめまぐるしく変化する。その変化の深層

にあるメカニズムに関心を持つことは、目の前

のビジネスに対応するには一見遠回りのように

みえて、実は本質的な意味で有意義なのではな

いか。アジ研図書館の価値もそこにあると筆者

は考えている。（にのみや　やすし／アジア経済研究所　ラテ

ンアメリカ研究グループ）

ジェトロ・ビジネスライブラリーとは

異なる価値
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第
二
九
回

ア
ジ
研
図
書
館
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
た
の
か

�

辛
島
　
理
人

●
ア
ジ
研
の
生
み
の
親

　

拙
著
『
帝
国
日
本
の
ア
ジ
ア
研
究　

総
力
戦
体
制
・

経
済
リ
ア
リ
ズ
ム
・
民
主
社
会
主
義
』（
明
石
書
店
・

二
〇
一
五
年
）
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
八

年
に
誕
生
し
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
岸
信
介
や
三

輪
寿じ
ゅ
そ
う壮

と
い
っ
た
政
治
家
、
藤
山
愛
一
郎
や
植
村
甲こ

う

午ご

郎ろ
う

と
い
っ
た
財
界
人
、
そ
し
て
通
商
産
業
省
や
経
済
学

者
ら
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
産
物
で
あ
っ
た
。
多
様

な
ア
ク
タ
ー
の
連
結
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
活
動
は
、
時

に
利
害
の
対
立
を
生
み
だ
す
こ
と
が
あ
る
。
政
財
官
学

の
結
集
に
よ
り
実
現
し
た
ア
ジ
研
の
創
設
も
、
そ
の
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
間
、
ま
た
各
々
の
内

部
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
が
あ
り
、
研
究
機
関

を
め
ぐ
る
構
想
が
い
く
つ
も
存
在
し
た
。
そ
の
よ
う
な

な
か
で
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
・
情
報
を
集
積
す

る
図
書
館
を
つ
く
る
、
と
い
う
方
向
性
だ
け
は
誰
か
ら

も
共
有
さ
れ
た
。
以
下
、
ア
ジ
研
の
来
歴
を
ふ
ま
え
な

が
ら
、
ア
ジ
研
図
書
館
が
誕
生
す
る
過
程
を
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

　

ア
ジ
研
設
立
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
七

年
夏
に
行
わ
れ
た
経
済
学
者
ら
五
人
に
よ
る
首
相
・
岸

信
介
へ
の
陳
情
で
あ
る
。
五
人
の
う
ち
、
大
学
人
の
板

垣
與
一
（
一
橋
）、
山
本
登
（
慶
應
）、
川
野
重
任
（
東

大
）
の
三
人
は
、
東
畑
精
一
（
東
大
）、
赤
松
要
（
一

橋
）、
加
田
哲
二
（
慶
應
）
ら
と
と
も
に
戦
時
期
は
植

民
政
策
学
の
中
心
に
お
り
「
南
方
」
に
強
い
関
心
を

も
っ
て
い
た
。
板
垣
、
赤
松
、
東
畑
は
、
一
九
四
〇
年

代
前
半
に
陸
軍
軍
政
当
局
の
要
請
に
よ
り
東
南
ア
ジ
ア

地
域
で
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
敗
戦
で
職

を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社

（
満
鉄
）
の
調
査
部
や
東
亜
経
済
調
査
局
と
い
っ
た
研

究
機
関
の
崩
壊
と
資
料
の
散
逸
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
板
垣
ら
は
戦
後
に
（
東
南
）
ア
ジ
ア
研
究
の

再
建
を
試
み
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
一
九
五
三
年
に
外

務
省
の
支
援
を
受
け
た
中
国
研
究
者
が
ア
ジ
ア
政
経
学

会
を
創
設
す
る
動
き
に
参
加
し
て
い
る
。

　

商
工
省
・
満
州
国
の
高
官
か
ら
政
界
に
転
身
し
た
岸

首
相
と
面
会
し
た
残
り
の
二
人
、
原
覚
天
と
藤
崎
信
幸

は
、
そ
れ
ぞ
れ
満
鉄
調
査
部
と
満
州
国
政
府
に
勤
務
し

た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
禅
僧
か
ら
中
国
研
究

者
へ
と
転
身
し
た
原
は
、
戦
後
に
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

と
な
り
、
一
九
六
〇
年
に
ア
ジ
研
の
調
査
研
究
部
長
に

就
任
し
て
い
る
。
五
人
の
な
か
で
唯
一
研
究
者
で
は
な

い
藤
崎
は
、
ま
さ
に
（
隠
れ
た
）「
ア
ジ
研
の
生
み
の

親
」
と
も
い
え
る
人
物
で
、
ア
ジ
研
が
発
足
す
る
と
調

査
部
長
に
就
き
、
組
織
が
整
備
・
拡
大
さ
れ
る
と
調
査

部
門
を
原
に
任
せ
て
広
報
出
版
部
長
と
な
っ
た
。

●
い
く
つ
か
の
ア
ジ
研
の
前
身

　

台
湾
で
生
ま
れ
大
同
学
院
（
満
州
）
と
慶
應
義
塾
で

学
ん
だ
藤
崎
は
、
経
済
学
者
と
は
別
に
一
九
五
〇
年
代

初
頭
か
ら
ア
ジ
ア
研
究
の
再
建
の
た
め
に
奔
走
し
て
い

る
。
藤
崎
が
生
み
出
し
た
団
体
の
ひ
と
つ
が
、
緒
方
竹

虎
（
吉
田
内
閣
の
官
房
長
官
・
副
総
理
）
を
会
長
と
す

る
「
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会
」
で
あ
る
。
藤
崎
は
政
界
復

帰
前
の
岸
信
介
に
談
判
し
て
協
力
を
取
り
付
け
、
さ
ら

に
母
校
の
人
脈
を
活
用
し
て
加
田
哲
二
や
山
本
登
、
さ

ら
に
赤
松
要
や
板
垣
與
一
と
い
っ
た
経
済
学
者
を
自
身

の
活
動
に
巻
き
込
ん
だ
。
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会
は
一
九

五
三
年
の
正
式
発
足
直
後
か
ら
『
ア
ジ
ア
経
済
』
の
源

流
の
ひ
と
つ
と
も
い
え
る
『
ア
ジ
ア
問
題
』
を
発
行
し

て
い
る
。
ア
ジ
研
が
設
立
さ
れ
る
一
九
五
八
年
ま
で
発

行
さ
れ
た
同
誌
に
は
学
界
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
だ
け
で

な
く
政
財
官
界
か
ら
、
主
に
ア
ジ
ア
の
現
状
に
関
す
る

数
多
く
論
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
執
筆
者
を
中
心

に
調
査
研
究
や
公
開
講
演
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
賠
償
交
渉
が
本
格
化
す
る
と
、
経

済
協
力
事
業
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
に
進
出
し
よ
う
と
す
る

民
間
企
業
の
協
力
の
も
と
、
外
務
省
の
主
導
に
よ
り

「
ア
ジ
ア
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会

は
ア
ジ
ア
協
会
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ア
ジ
ア

協
会
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
事
案
は
外
務
省
か
ら
の
委

託
事
業
（
技
術
協
力
）
で
あ
り
、『
ア
ジ
ア
問
題
』
の

発
行
や
調
査
事
業
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会
か
ら

継
承
さ
れ
た
活
動
は
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
研

究
者
の
養
成
も
資
料
の
収
集
も
し
な
い
ア
ジ
ア
協
会
か

ら
離
れ
て
独
自
の
研
究
所
を
つ
く
る
、
そ
の
よ
う
な
機

運
が
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会
の
中
心
に
い
た
人
々
か
ら
生

ま
れ
、
そ
れ
が
ア
ジ
研
創
設
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

ア
ジ
ア
に
関
す
る
研
究
機
関
に
つ
い
て
は
、
藤
崎
や

板
垣
ら
の
他
に
、
通
産
省
や
財
界
に
も
腹
案
や
計
画
が

あ
っ
た
。
通
産
省
に
は
建
国
大
学
（
満
州
）
出
身
の
官

僚
も
お
り
、
満
鉄
調
査
部
の
再
現
を
夢
見
て
経
済
協
力

に
関
す
る
調
査
機
関
の
設
置
が
起
案
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
財
界
の
指
導
者
た
ち
も
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

有
望
な
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
経
済
外
交
は
、
外
務
省
で
は

な
く
「
経
済
関
係
の
省
」
あ
る
い
は
経
済
団
体
連
合
会

が
主
導
す
べ
き
だ
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
調
査
機
関
の
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必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
（
詳
細
は
拙
著
を

参
照
い
た
だ
く
と
し
て
）
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
構

想
が
、
岸
信
介
の
政
治
力
や
藤
崎
信
幸
の
組
織
力
に

よ
っ
て
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
い
う
か
た
ち
で
結
実
し

た
の
で
あ
る
。

●
ア
ジ
ア
図
書
館
の
構
想

　

ア
ジ
ア
地
域
を
対
象
と
す
る
研
究
所
を
つ
く
り
、
ア

ジ
ア
研
究
を
再
建
す
る
、
こ
の
よ
う
な
構
想
は
初
期
の

段
階
か
ら
充
実
し
た
図
書
館
の
設
立
を
ひ
と
つ
の
目
標

と
し
て
い
た
。
板
垣
與
一
は
「
ア
ジ
ア
研
究
所
の
設
立

は
さ
し
せ
ま
っ
た
要
請
」
と
述
べ
た
一
九
五
三
年
の
新

聞
コ
ラ
ム
で
、
そ
の
研
究
所
の
使
命
と
し
て
若
手
研
究

者
を
雇
用
・
訓
練
し
て
次
世
代
の
専
門
家
を
育
成
す
る

こ
と
、
ア
ジ
ア
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る
機
能
を
も

つ
こ
と
、
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
板
垣
の
夢
が
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
と
し
て
現
実
に
な
る
際
、
豊
富
な
資
料

を
も
つ
図
書
館
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
政
財

官
学
の
ア
ク
タ
ー
の
利
害
が
そ
の
実
現
に
も
影
響
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

　

通
産
省
が
満
鉄
調
査
部
を
モ
デ
ル
に
研
究
機
関
の
青

写
真
を
描
い
た
よ
う
に
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
満
鉄
の

調
査
機
関
や
図
書
館
は
戦
後
に
お
い
て
も
ひ
と
つ
の
参

照
点
で
あ
っ
た
。
実
際
、
板
垣
は
首
相
へ
陳
情
し
た
際

に
提
案
さ
れ
た
研
究
所
の
予
算
規
模
を
質
問
さ
れ
、
満

鉄
の
研
究
部
門
を
参
考
に
金
額
を
答
え
て
い
る
。
現
在

の
ア
ジ
研
が
「
現
代
の
満
鉄
調
査
部
」
な
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
諸
論
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ア
ジ
研
図
書
館

が
満
鉄
（
東
亜
研
究
所
や
東
亜
経
済
調
査
局
な
ど
も
含

む
）
の
資
料
収
集
機
能
を
引
き
継
い
だ
機
関
の
ひ
と
つ

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
国

内
外
で
の
尽
力
に
よ
り
、
国
会
図
書
館
や
ア
メ
リ
カ
議

会
図
書
館
な
ど
に
あ
る
満
鉄
刊
行
物
に
つ
い
て
の
総
合

目
録
が
作
成
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
満
鉄
会
や
山
崎
元
幹
（
敗
戦
時
の
満

鉄
総
裁
）
の
資
料
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
本

誌
一
七
四
号
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

ア
ジ
研
の
設
置
を
め
ぐ
る
対
立
で
も
っ
と
も
大
き

か
っ
た
も
の
は
、
通
産
省
と
外
務
省
の
所
管
争
い
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
主
権
回
復
直
後
か
ら
発
生
し

た
賠
償
・
経
済
協
力
や
経
済
外
交
を
め
ぐ
る
両
省
の
主

導
権
争
い
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
対
立
は

自
民
党
内
の
派
閥
争
い
に
飛
び
火
す
る
な
ど
し
た
が
、

最
終
的
に
設
置
を
主
導
し
た
通
産
省
が
監
督
官
庁
と

な
っ
た
。
こ
の
決
定
に
は
、
首
相
の
判
断
が
大
き
く
作

用
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
問
題
調
査
会
や
ア
ジ

ア
研
究
を
後
見
し
て
き
た
岸
信
介
が
初
代
所
長
の
東
畑

精
一
に
出
し
た
要
望
は
「
発
展
途
上
国
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
養
成
す
る
こ
と
と
「
公
開
の
権
威
あ
る
図
書

館
」
を
つ
く
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
経
団
連
本
部
の
一
室
か
ら
出
発
し
た
ア
ジ
研

は
、
正
式
に
発
足
す
る
際
に
立
地
を
ど
こ
に
す
る
か
が

議
論
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
公
開
の
図
書
館
を
学

術
優
先
に
す
る
か
ビ
ジ
ネ
ス
優
先
に
す
る
か
と
い
う
考

え
の
違
い
が
あ
っ
た
。
学
者
た
ち
は
郊
外
の
設
置
を
希

望
し
、
横
浜
市
に
あ
る
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
（
当
時
、

付
属
図
書
館
を
国
会
図
書
館
が
管
理
し
て
い
た
）
を
併

合
し
て
そ
こ
に
立
地
す
る
と
い
う
構
想
も
あ
っ
た
。
財

界
や
通
産
省
は
、
研
究
所
の
機
能
の
ひ
と
つ
と
し
て
ア

ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
の
た
め
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
考
え
て
い
た
た
め
、
ア
ジ
研
を
都
心
に
置

く
計
画
で
あ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
近
い
場
所
に
す
べ

き
と
い
う
主
張
が
と
お
り
、
ア
ジ
研
は
大
手
町
に
開
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
一
九
六
三
年
に
市
ヶ
谷
へ
移

転
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
学
術
的
な
機
能
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
一
九
五
八
年
に
は
調
査
担
当

理
事
と
な
っ
た
板
垣
與
一
に
よ
っ
て
資
料
収
集
チ
ー
ム

が
組
織
さ
れ
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
専
門
家
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
図

書
館
司
書
の
海
外
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
筆
者
は
二
〇
一
二
年
に
ケ

ニ
ア
の
日
本
学
術
振
興
会
ナ
イ
ロ
ビ
研
究
連
絡
セ
ン

タ
ー
で
講
演
し
た
が
、
現
地
の
大
学
で
研
修
中
の
ア
ジ

研
図
書
館
の
職
員
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
）。

●
そ
し
て
現
在

　

ア
ジ
研
は
一
九
九
八
年
に
ジ
ェ
ト
ロ
と
統
合
し
、
翌

九
九
年
に
現
在
の
千
葉
・
幕
張
へ
図
書
館
と
と
も
に
移

転
し
た
。
学
者
た
ち
の
当
初
の
構
想
の
よ
う
に
郊
外
に

移
転
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
赤
坂
や
大
阪
に
あ
る
ジ
ェ

ト
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
連
携
す
る
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
利
用
に
も
応
え
る
よ
う
な
努
力
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
世
界
各
地
の
現
状
を
知
る
だ
け
で
な

く
、
歴
史
研
究
の
資
料
も
充
実
し
て
お
り
、
し
か
も
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
私
も
電
子
化
さ
れ
た

「
岸
幸
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
な
け
れ
ば
博
士
論
文
が

書
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）。
さ
ら
に
、
館
内
に
は
グ

ル
ー
プ
学
習
室
も
あ
り
格
好
の
教
育
現
場
と
も
な
り
う

る
。
研
究
・
教
育
、
現
状
分
析
・
歴
史
研
究
、
政
策
立

案
・
理
論
構
築
、
学
術
利
用
・
商
業
調
査
な
ど
な
ど
…
、

今
日
の
ア
ジ
研
図
書
館
は
先
人
た
ち
の
奔
走
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
人
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
か
ら
し
ま　

ま
さ
と
／
関
西
学
院
大
学
先
端
社
会
研

究
所
・
専
任
研
究
員
）


